
　本センターでは依頼元からの「業務依頼」を活動の基本としています。業務依頼申請の詳細につきましては、別紙
（学内のみ配布）をご参照下さい。

■業務依頼フローチャート

業務依頼相談
（系担当または業務管理グループ）

業務依頼書作成（技術職員代行可）

業務承認書発行（依頼者・業務担当者宛）

業務遂行（業務担当者）

業務報告書記入（依頼者・業務担当者記入）

業務報告書提出（業務管理グループ宛）

業務完了

業務依頼書提出（業務管理グループ宛）

業務承認案の作成 - 担当者選任
（業務実施委員会）

業務適否判定
（センター長）

業務適否判断
（技術支援企画・調整会議）

継続定期業務、
臨時業務

新規定期
業務

■業務依頼区分

業務 内　容

教
育
支
援

○実験・実習・演習への技術指導
○実験室・実験機器・薬品等の保守管理
○その他教育支援に関すること

研
究
支
援

○研究・実験装置の設計、開発、維持
　および管理
○教育研究に関わる技術開発支援
○その他研究支援に関すること

系
・

セ
ン
タ
ー
支
援

○施設・設備の維持管理
○利用者への対応、教育
○共通センター運営支援に関すること

大
学
運
営

○学内委員・安全衛生巡視
○学内行事（入試・入学式・卒業式等）
○その他大学・系の運営に関すること

社
会
貢
献

○オープンキャンパス、オープンハウス
○高大連携事業
○理科実験体験教室
○出前実験（科学教育啓発活動）
○その他社会貢献に関すること

学
外
技
術

支
援
対
応

○教育・技術指導
○実験・加工・分析委託業務
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業務依頼について

教員、事務職員と連携し、教育・研究への
積極的な技術支援により、大学の発展に貢献します。

教員、事務職員と連携し、教育・研究への
積極的な技術支援により、大学の発展に貢献します。

　技術支援センターは、2011年11月の発足から2017年の組織改編を経て現在に至っています。この間、業務内容は
多様化しながら変化して来ましたし、教育研究の内容も新しい潮流（DX、AIなど）を取り入れて動いています。当セン
ターは、これらの変革に対して柔軟な組織体制をとり、教員が主導する教育研究の環境作りやアイデアの具現化を支
えてきました。これからは、プロジェクト型の教育研究を積極的にかつ多面的に支援していくことが重要な課題で
す。これまでの技術支援活動に対してさらに理解を深めて頂き、教育研究活動における強力なパートナーとして技術
支援センターを活用し、また応援して頂ければと思います。この紹介冊子では、本センターを本学の発展のために活
用頂けるよう、技術支援センターの現状を理解頂くことを目的に編集されています。また、業務依頼の方法について
も説明していますので、その視点からもご覧頂ければ幸いです。

長岡技術科学大学 技術支援センター長 梅田 実

国立大学法人
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技術支援センターについて 各部門・グループについて

技術支援センター

〔業務実施委員会〕

センター長

技術長

技術支援センター組織図

副技術長
（共通設備支援担当）

副技術長
（教育・研究支援担当）

副技術長
（業務管理担当）

共通設備支援部門教育・研究支援部門 業務管理部門

業務管理
グループ

情報システム
支援グループ

分析支援
グループ

ものづくり支援
グループ

先端研究支援
グループ

基礎教育支援
グループ

技術支援企画・調整会議
センター長
各系の系長

主任副技術長
（副技術長３名の中から選任） 業務管理部門

業務管理グループ

教育・研究支援部門

基礎教育支援グループ

先端研究支援グループ

　技術支援センターは、全学を対象とした技術支援のために2011年11月1日に学内の教室系技術職員が所属す

る組織として発足しました。2017年4月1日には組織改編がなされ、技術職員が保有する専門技術を相互に活用で

きる新たな体制を整えました。

　「技術支援企画・調整会議」は、技術支援センター長、各系の系長、技術長、副技術長から構成され、1.センター管理

運営の基本事項に関すること、2.センターの技術力向上の基本事項に関すること、3.センターの予算に関すること

等を決定します。

　「業務実施委員会」は、技術長、副技術長で構成され、センターの業務に関することや技術の伝承に関することな

ど、センターの運営が円滑に進むように様々な調整を行っています。

　組織構成は、「教育・研究支援」、「共通設備支援」、「業務管理」の3部門を設置し、技術職員が個別に得意とするス

キルを発揮できるように各支援グループを整理しました。

　技術支援業務は各グループを主として行いますが、同時に各系からの業務依頼についても遂行します。また、グ

ループ間の連携を取り、相互の技術を持ち寄った実験装置の試作などのプロジェクト型業務にも対応し、系やグ

ループにとらわれない横断的な業務に取り組みます。これにより大学全体の技術支援を総合的に行うことを目指

しています。

　技術支援センター全体の業務に関して統括管理を行い、業務効率
の向上を目指しています。そのため、全技術職員の業務担当状況を把
握するとともに、業務依頼のための資格取得や研修状況の把握、技術
職員の保有スキル調査なども行っています。また、相互の情報交換を
組織的に促す役割をもっており、これらを活用することで支援の幅
をさらに広げようとしています。

　（1）学部教育の実験・実習・演習等の支援整備、（2）実験の安全教
育・安全管理に関する全学共通利用コンテンツ作成、（3）基礎教育に
関する情報収集・実験方法の提案・教材作成、（4）機器及び設備の維
持・管理・運営支援整備、および（5）複数の課程が関わるプロジェクト
型教育支援としての業務を遂行しています。さらに、情報共有および
実験・実習支援の改善を目的とし、実験・実習科目のコロナ対応や、配
慮を要する学生への対応に関する調査など、基礎教育支援全般に関
して必要に応じた企画を立案・実行しています。

　通常の研究室運営支援のみならず、プロジェクト型研究、基礎的研
究、萌芽的・挑戦的研究にも幅広く参加し、教員や学生、時には他機関
と連携して技術的な支援をリードするインハウスエンジニアとして
活躍しています。特徴としては、本業ファーストの精神に基づいて、
「本業の成果に直接的に資する自己学習」という研修ルールを活用し
ながら、主たる専門に捕らわれず、絶えず進化し続ける研究レベルや
スタイルに適応できるように、日々精進していることです。
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トピックス

ものづくり支援グループ

分析支援グループ

情報システム支援グループ

共通設備支援部門

　実験装置の設計・製作、試料や部品等の加工および製図・加工
に関する教育をはじめとした「ものづくり技術」を通じ、全学的
な教育・研究支援を行っています。また、工作センターにおける
各種機器の操作指導や依頼加工業務、装置の保守管理などの運
営業務を担うとともに、安全衛生に関する指導や講習にも取り
組み、ものづくりにおける事故の防止に努めています。装置や部
品の設計、加工方法、図面の書き方など、ものづくりに関する悩
みがありましたら、お気軽にご相談ください。

　分析計測センターおよび物質生物系設置の電子顕微鏡など約
60種類の分析・計測機器の保守管理に関する技術支援を行って
います。教員と連携し、利用希望の教職員や学生へのインストラ
クター講習・技術指導、企業や高専などの他機関を含めた学内外
からの依頼分析や技術相談に対応しています。また、コアファシ
リティ構築支援プログラムに参画し、遠隔操作による分析にも取
り組んでいます。加えて、研究室支援・安全衛生管理支援・社会貢
献活動支援、学部1～3年対象の実験への教育支援を行っていま
す。機器分析についてご興味がありましたら、お気軽にご相談く
ださい。

　ホームページサーバ等の情報システムに関して中心的に支援
を行っています。教員と連携し、(1)サーバ運用管理支援に関す
る業務、(2)サーバ構築支援に関する業務、(3)情報システムに関
する技術相談及び情報提供等の支援業務を遂行しています。情
報システムに関する研修などを介してスキルアップに努めてお
りますので、サーバやネットワークの不具合、Goog l e  
Workspace利用やその他何かお困りの事がありましたら、ご
相談下さい。

学内DX推進に向けた業務について
デジタルキャンパス推進室 

吉田昌弘、野田浩平、草野利樹

　DX（Digital Transformation）は、世の中の潮流であり本学でも中期計画に基づいて、情報セキュリティの確

保、デジタル技術を導入した業務の合理化・効率化、デジタル化を推進する人材の育成を進めています。現在は、事

務局ICTシステムを全面的な更新、電子決裁システム、RPA（Robotic Process Automation）等の導入等により

ペーパーレス化とオンライン化を行っています。本学のDXを推進する目的でデジタルキャンパス推進室（以下、推

進室）が令和4年4月に3名の技術職員が教員、事務職員とともに室員として任命されています。推進室では、週1回

程度の会議を開催しており、学内のDXに対する相談や提案に対応しています。室員の技術職員は情報に関する技

術相談にて具体的なアプリケーションの提案や設置などを教員、事務職員と協力しながら支援しています。本報告

は学内DX業務の一例としてデジタルキャンパス推進室での活動を技術職員の立場から紹介します。

　「業務アプリ構築クラウドサービス」はDXを比較的簡便に進めることができ、様々の業務に合う「業務アプリ」を

作成可能です。この「業務アプリ」の活用は、例えば Dropbox、Google Workspace、kintoneと連携するものが

実装されつつあります。ここでは教員と学生と事務職員の3者が書類を共有する場合の効率化について紹介しま

す。一例として、氏名や学籍番号等の既知情報と、例えば研究計画等の新規情報を学生から収集して、担当教員が確

認・提出し、担当事務職員が集約する手順を考えます。この際に収集用の業務アプリと既知情報をまとめた業務ア

プリを連携することで担当事務職員が再度収集・編集する必要が無くなり確認の作業量を削減できます。また新規

情報を収集する際にこれまではデータを統合したファイルを共有していたため不要な変更もしてしまう恐れがあ

りました。本アプリはこの欠点を

解決するため、無関係な部分を操

作できない収集方法として上記

の「業務アプリ」と「Goog l e

フォーム」の連携にGoog l e  

Apps Script (GAS)を組み合わ

せ作成しました。右図は全体の概

略図であり、回答者がGoogle

フォームに回答すると、業務アプ

リBから学籍番号等の既知情報

を取得し、新規情報と合わせて業務アプリAに集積されます。この結果、回答者（学生）はフォームに回答するだけ、

収集者（担当教員）は新規情報を確認するだけ、になるため多くの作業量が削減できます。担当事務職員は、業務ア

プリにアクセスしてデータを取込み利用することができます。

　技術職員の業務は、専門分野技術のDX化、メタバースの活用など新たな技術の獲得にも繋がりつつあり、今後

も、教員、事務職員と連携を取り支援の幅を広げていきます。

業務アプリ構築
クラウドサービス

回答を処理

新規情報

既知情報回答者

業務アプリB

クラウドサービス

Google
フォーム

業務アプリA

GAS

新規情報

処理結果

既知情報

Google Workspace
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研修報告

　工作センターへの加工依頼には同一形状試験片の多数製作依頼や、曲面や深
穴加工などの複雑形状の加工依頼がある。これらに対応するため本講習を受講
し、工作機械を動かすためのサーボの仕組み等、CNCの基礎知識をはじめG
コードによる加工プログラムの作成、基本操作、診断機能について学んだ。講習
は座学だけでなく実物のCNC制御装置を用いたシミュレータによる演習があ
り、手入力によるプログラム作成を行うことで、各種機能について理解を深める
ことができた。今回学んだ内容を今後の技術支援に役立てるとともに、実務を通
じて自らの技術として習得していきたい。 

　「ウィズコロナにおける学生実験実施方法の検討と遠隔化分析機器の活用」と
いう題目で口頭発表した。オンライン核磁気共鳴測定のメリットや実施方法に
ついて発表したところ、担当技術職員の人数や準備にかかる負担について質問
があり、少人数で効率的に進める方法について再考できた。また、他機関のコロ
ナ禍での学生実験の取り組みや実験動画の作成、オンデマンド教材開発などの
発表を聴講した。動画作成に関する情報をグループ間で共有し、今後の業務にお
ける動画作成の効率化に役立てていきたい。本研修で得られた知見は、教育支援
業務ばかりでなく、機器分析支援業務でも活かすことができた。

　目を引く展示概要としては、前回2018年のIoT関連からロボットと工作機械を連携させた段取
り工程効率化への変化を感じた。各社ブース内での学生向けイベントは減少し、実務訓練等に参加
済み学生は企業から交通費支給で招待されていることから、企業から学生へのアクションは“広浅”
から“深狭”に移行している。また、FANUC社ブースでは切削負荷監視新機能のアルゴリズムにつ
いて開発者と対話し、今後の研究支援に役立つイメージができた。

小倉 正崇 ファナック 「CNC基本（マシニングセンタ系）コース」

河原 夏江「実験・実習技術研究会 2022 東京工業大学」

吉田 勇太

　担当する5軸マシニングセンタの加工プログラムを作るCAMソフトに関して、各種CAMソフトの操作
方法と導入費用について調査した。また、金属3Dプリンタに関連する展示からビジネス向け製品の事情
を知ることができた。自由形状を出力できる反面、出力に時間を要するので5軸マシニングセンタによる
切削加工であれば、短時間で製品を加工でき製作コスト面でもメリットを提案できる可能性があると感
じた。

小倉 正崇

　担当する工作センターの委託加工には複雑形状の加工や、脆性材の熱影響を抑えた加工依頼があ
るが、今回調査したウォータージェット加工機は水を加圧して超高圧のエネルギーを持った高速・
高密度な細い水流を利用して、対象物の材質・形状を問わず熱影響もなく切断・加工が可能であるた
め、要望に対応できると考えられる。今後も関連機器の調査や技術の習得に努め、センター運営に役
立てていきたい。

山田 洋之

第31回 日本国際工作機械見本市における最新工作機械・周辺機器の情報収集、セミナー受講

　CNC工作機械で使用するNCプログラム作成の簡易化や加工の効率化を目的
に本講習を受講した。NCプログラムに変数や計算式等を加えることで類似形状
の加工が容易となり、形状の角度変化にも効率的に対応可能となる。また、ドリ
ル加工による固定サイクルを細分化することができ、状況に合わせて加工速度
や切込み量の調節ができることを学んだ。オンデマンド形式による受講であっ
たため、普段使用している機器で課題等のプログラムを確認することができた。
今後は、日々の委託加工に活用できるように精進する所存である。

　総合情報センターの支援業務でセキュリティ対策を担当しているが、当センターで導入されている高度なセキュリティ
対策についての理解や攻撃の対応についての経験が不足であった。本研修では、実機を用いて複数の攻撃の検知とその対
応について演習を行った。更に各手法を組み合わせた総合的にセキュリティ対策されたネットワークの設計、構築方法の
演習を行った。その結果、高度なセキュリティ対策について理解が進み、ネットワークへの攻撃の検知やその対応について
経験を得ることが出来た。今後はより高度なセキュリティ対策及び対応ができるよう研鑽する所存である。

　分析計測センター支援業務で担当している質量分析計に付属する熱分解ユ
ニット（パイロライザー）の保守に関する知識・技術の習得、GC-MS（ガスクロマ
トグラフ質量分析計）の分析スキル向上を目的に本講習を受講した。熱分解
GC-MS分析に関する講義を受講し、パイロライザーの分解、解析ソフトを使用
したデータ解析等を実際に体験した。その結果、熱分解GC-MS及びデータ解析
の基礎知識が向上し、パイロライザーの保守手順を習得出来た。本講習で習得し
た知識と技術を実務で発揮できるようスキルの向上に努め、パイロライザーの
維持管理、信頼性の高い分析や解析に繋げたい。

　本研究会は、機器分析に携わる技術職員が全国の機関から集まり、活動報告や情報交換を行う場である。今回が初めての技
術研究会への参加であったが、他機関の職員の発表には興味深いものが多く参考になった。特に現在、分析計測センターで担当
しているX線回折装置や機器の共同利用、遠隔操作に関係する発表が参考になった。また、他機関の職員と現地で直接顔を合わ
せ、機器の技術習得手法に関して知見を得られたことが有意義であった。得られた情報や経験を活用し、いずれ自身が発表でき
る立場になれるよう、一層業務に励んでいきたい。

江村　望「機器・分析技術研究会 2022 大阪大学」

小池 孝侑 ファナック 「CNCカスタムマクロコース」

草野 利樹富士通ラーニングメディア「情報セキュリティ対策実践シリーズ　　  
実機で学ぶネットワークセキュリティ編」

上野 悠一 日本電子「ダブルショットパイロライザーの操作
　　　　　および保守作業に関する技術講習」

　技術支援センターでは、教育・研究支援のスキルアップを目的とした専門別技術研修な
らびに組織力向上などを目的とした階層別研修を、技術支援センター予算を利用して継続
的に行っています。ここではいくつかの研修の概要を抜粋して掲載しています。詳細は
センターHPよりお問い合わせください。
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　本センターでは依頼元からの「業務依頼」を活動の基本としています。業務依頼申請の詳細につきましては、別紙
（学内のみ配布）をご参照下さい。

■業務依頼フローチャート

業務依頼相談
（系担当または業務管理グループ）

業務依頼書作成（技術職員代行可）

業務承認書発行（依頼者・業務担当者宛）

業務遂行（業務担当者）

業務報告書記入（依頼者・業務担当者記入）

業務報告書提出（業務管理グループ宛）

業務完了

業務依頼書提出（業務管理グループ宛）

業務承認案の作成 - 担当者選任
（業務実施委員会）

業務適否判定
（センター長）

業務適否判断
（技術支援企画・調整会議）

継続定期業務、
臨時業務

新規定期
業務

■業務依頼区分

業務 内　容

教
育
支
援

○実験・実習・演習への技術指導
○実験室・実験機器・薬品等の保守管理
○その他教育支援に関すること

研
究
支
援

○研究・実験装置の設計、開発、維持
　および管理
○教育研究に関わる技術開発支援
○その他研究支援に関すること

系
・

セ
ン
タ
ー
支
援

○施設・設備の維持管理
○利用者への対応、教育
○共通センター運営支援に関すること

大
学
運
営

○学内委員・安全衛生巡視
○学内行事（入試・入学式・卒業式等）
○その他大学・系の運営に関すること

社
会
貢
献

○オープンキャンパス、オープンハウス
○高大連携事業
○理科実験体験教室
○出前実験（科学教育啓発活動）
○その他社会貢献に関すること

学
外
技
術

支
援
対
応

○教育・技術指導
○実験・加工・分析委託業務
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業務依頼について

教員、事務職員と連携し、教育・研究への
積極的な技術支援により、大学の発展に貢献します。

教員、事務職員と連携し、教育・研究への
積極的な技術支援により、大学の発展に貢献します。

　技術支援センターは、2011年11月の発足から2017年の組織改編を経て現在に至っています。この間、業務内容は
多様化しながら変化して来ましたし、教育研究の内容も新しい潮流（DX、AIなど）を取り入れて動いています。当セン
ターは、これらの変革に対して柔軟な組織体制をとり、教員が主導する教育研究の環境作りやアイデアの具現化を支
えてきました。これからは、プロジェクト型の教育研究を積極的にかつ多面的に支援していくことが重要な課題で
す。これまでの技術支援活動に対してさらに理解を深めて頂き、教育研究活動における強力なパートナーとして技術
支援センターを活用し、また応援して頂ければと思います。この紹介冊子では、本センターを本学の発展のために活
用頂けるよう、技術支援センターの現状を理解頂くことを目的に編集されています。また、業務依頼の方法について
も説明していますので、その視点からもご覧頂ければ幸いです。

長岡技術科学大学 技術支援センター長 梅田 実
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C e n t e r  f o r  I n t e g r a t e d  T e c h n o l o g y  S u p p o r t

長岡技術科学大学
技術支援センター

技術支援センター 理念
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